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【第 211 回国会】令和５年４月 19 日（水）、第８回の委員会が開かれました。 

 

１ 国際情勢に関する件 

・林外務大臣、武井外務副大臣、井野防衛副大臣、高木外務大臣政務官及び政府参考人並びに参考人に

対し質疑を行いました。 

（参考人）独立行政法人国際協力機構理事 井本佐智子君 

（質疑者）伊藤信太郎君（自民）、金城泰邦君（公明）、源馬謙太郎君（立憲）、松原仁君（立憲）、和田

有一朗君（維新）、鈴木敦君（国民）、穀田恵二君（共産）、吉良州司君（有志） 

 

（質疑者及び主な質疑事項） 

 

伊藤信太郎君（自民） 

 

（１） 我が国との間で多くの懸案を抱える中国、ロシア及び北朝鮮との林外務大臣の外交戦略 

（２） インドを始めとするグローバルサウスと呼ばれる国々及び太平洋諸島フォーラム諸国との関係構築

について林外務大臣の所感 

（３） Ｇ７外相会合の結果を踏まえ外交戦略を駆使して日本の国益を守り世界平和を達成する方策につい

て林外務大臣の所感 

 

金城泰邦君（公明） 

 

（１） Ｇ７外相会合の成果及び今後取り組むべき課題について林外務大臣の所感 

（２） 中国からの（航空宇宙活動のためとする）飛行制限区域設定の通報について内閣官房、防衛省及び

外務省の対応及び今後に向けた課題 

（３） 沖縄復帰 50 年に関する世論調査で日米地位協定を抜本的に改定すべきとの回答が多くを占めたこと

についての外務大臣の所見 

（４） 米軍基地のある市町村において国、米軍、市町村が日常的に意思疎通できるような体制づくりに外

務省が取り組む必要性 

（５） 平和外交のための日中韓首脳会議を開催する意義及び同会議再開の可能性 

 

源馬謙太郎君（立憲） 

 

（１） カンボジア情勢 

ア カンボジアの政情及び人権状況について林外務大臣の認識 

イ 本年７月に予定される総選挙への選挙監視団派遣等我が国の支援の見通し 

ウ ＯＤＡ供与に際して人権状況の改善等の条件を付す等戦略的活用について政府の見解 

（２） 開発協力大綱の改定 

ア 「開発協力大綱の改定に関する有識者懇談会」報告書（令和４年 12 月）における人権に関する提

案が今般の改定案に盛り込まれなかった理由 

イ ＯＤＡ供与後の非軍事原則や人権侵害等に対するモニタリングについて大綱に盛り込む必要性 

ウ 我が国が無償資金協力でカンボジアに供与したバスがストライキ中の活動家の強制排除に使用さ

れたとの報道についての事実認識 
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松原仁君（立憲） 

 

 ＡＳＥＡＮ諸国やグローバルサウス諸国との連携 

ア 中露の軍事及び政治面での連携に関する外務省の現状分析 

イ ＡＳＥＡＮ諸国やグローバルサウス諸国に所在する我が国の大使館における各国要人との人間関

係強化の実績及びそれに対する評価 

ウ 法の支配や人権という理念的な対立軸を国際的な連携につなげる方策についての林外務大臣の所

見 

エ スリランカのハンバントタ港を始めとした新たな植民地化ともいえる中国の「債務のわな」に関

する林外務大臣の所見 

オ 我が国の民間セクターによる海外支援事業に対するＪＩＣＡのサポートについてのＪＩＣＡの所

見 

カ 権威主義国が参加しない法の支配と人権尊重を掲げる国際的な枠組みをアジアに創設する必要性

についての林外務大臣の所見 

キ ＡＳＥＡＮ諸国や太平洋におけるグローバルサウス諸国に対する連携戦略について省庁横断的な

司令塔を設立する必要性 

 

和田有一朗君（維新） 

 

（１） Ｇ７外務大臣会合の成果について林外務大臣の所感及び同会合におけるフランスの台湾に関する発

言内容 

（２） 日中外相会談（2023.4.2）の成果について林外務大臣の所感 

（３） 国際秩序に対する中国の振る舞いへの我が国の抗議が中国に影響を与えていないことについて林外

務大臣の見解 

（４） 南極昭和基地から約 20ｋｍ離れた場所で中国の観測施設が発見された事案に関し我が国の安全保障

上の観点からも中国に対する外交的な働きかけを行う必要性について政府の見解 

（５） 極東アジアにおける中国を封じ込めるための新しい国際秩序を構築する必要性について林外務大臣

の見解 

（６） パラグアイが台湾との友好関係を維持できるよう支援する必要性 

（７） ボランティアによる海外での拉致問題、領土問題等の啓発活動に対し外務省として資金的支援を行

う必要性 

（８） ジャパン・ハウス（外務省が設置した対外発信拠点）の役割及び今後の展開方針 

 

鈴木敦君（国民） 

 

（１） 開発協力大綱における「国際保健」の趣旨及び医療の最低水準の引き上げを日本が主導する必要性 

（２） カザフスタンに対する我が国の外交方針 

（３） エネルギーの市場取引に人民元を採用する国家が増加することに対する政府の見解 

（４） 日米蘭による半導体の対中輸出管理強化が我が国の外交に与える影響及び中国の対抗措置への対応

について政府の見解 

 

穀田恵二君（共産） 

 

（１） 陸上自衛隊ヘリコプターが宮古島周辺空域において航跡消失した事案の捜索の進捗及び事故原因が

判明するまで同型機の飛行停止する必要性 

（２） オスプレイに係る輸送航空隊が新規編成されることにより既存部隊の欠員の発生及び代用対応の危
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険性 

 

吉良州司君（有志） 

 

イランとサウジアラビアの国交正常化について中国か仲介したことに対する評価及び見解並びに両国と関

係の深い日本が仲介できなかった理由について林外務大臣の所見 

 

 

２ 投資の相互促進及び相互保護に関する日本国とバーレーン王国との間の協定の締結について承認を求

めるの件（条約第４号） 

 

  所得に対する租税に関する二重課税の除去並びに脱税及び租税回避の防止のための日本国とアゼルバ

イジャン共和国との間の条約の締結について承認を求めるの件（条約第５号） 

 

所得に対する租税に関する二重課税の除去並びに脱税及び租税回避の防止のための日本国とアルジェ

リア民主人民共和国との間の条約の締結について承認を求めるの件（条約第６号） 

 

・林外務大臣から趣旨の説明を聴取しました。 

 


